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出席できなかったスタッフは、記録を呼んでから欄に署名（捺印）する事。

＜部屋移動＞

・浅野　秀子様～転倒多く見守り必要な為、南D203号室→209号室へ部屋移動しています。

＜連絡事項＞

・経管の準備の際にシンク周辺にボトルを下げて準備していましたが不衛生の為、スタンドで準備していきましょう。

・現状、事故報告についてSGM・JGM・リーダーが報告にきていますが、明らかなスタッフサイドの過失（誤投薬・セットミスなど）に関する事故報告書の提出及び報告について、今後、AOMへの報告は当事者（SGM・JGM同行のうえ）が直接行ってください。
・事故報告書が深夜BOXに入っており、カルテに綴られている事があります。都度確認お願いします。

・継続指示や便秘時の予測指示を使用した際の記載漏れが目立ちます。忘れずにカルテへ記載して下さい。

・南Aユニットスタッフオフィス換気扇の部品交換の為、明日の9：30に朱夏来院し修理予定となっています。

＜患者様連絡事項＞

・三浦　幸四郎様～間食が少なくなってきている為、本日ご家族様へ連絡し明日か明後日に持参予定となっています。

・大澤　ちよ様～荷物を南A114号室に保管していますので、返却お願いします。

・岩舘　邦子様～臨時薬のミヤBMが7日分処方となり、血糖測定の指示を1週間分頂いています。

・山下　ふよ様～臨時薬を同内容で7日分処方頂いています。

・林　恵司様～臨時薬を同内容で7日分処方頂いています。

・山田　石見様～臨時薬を同内容で7日分処方頂いています。

・田中　ナミ様～オランダピンが1週間処方となり、以後定期となります。

・赤坂　こと様～臨時薬が同内容で7日分処方となり、以後定期となります。

・和田　すゑ様～血糖高値の為、ジャヌビア処方となっていましたが中止となり、1回/日朝に血糖測定の指示あり。明日の朝から開始となります。

・三浦　幸四郎様～不穏さ頻回にある為、臨時薬にクエチアピン(12.5)追加となり、処方となっています。

・百澤　豊子様～レボフロキサシンが中止となり、カロナールが12/10(土)まで処方となっています。主治医診察し明日昼より利尿剤フロセミドが増量となっています。明日の至急採血の結果をみて薬剤調整するとの事です。レントゲン施行しています。

・和田　邦行様～血糖測定は本日で終了となります。本人より間食要求あり、主治医より少量であれば間食しても良いと許可おりています。次回、ご家族様の面会時にゼロカロリーのものを中心に依頼して下さい。

・其田　淑子様～車椅子のブレーキ部分に左第一指を挟め、1cm～1.5cmの裂傷あり。主治医へ報告し、エルタシン軟膏+ガーゼ保護行っています。

・眞角　とせ様～右鼠径部のバルーン固定している部分に1.5cm×1cmの水泡あり。エルタシン軟膏+ガーゼ保護行っています。

＜要注目患者様＞

・中川原　一夫様～バイタルサイン異常、熱発無く経過しています。尿道口周囲発赤、腫脹無し。亀頭部からの出血続いており、ガーゼ保護行っています。膀胱留置カテーテル内血尿、コアグラはありません。引き続き、観察お願いします。

・大里　光子様～他者と穏やかに話していますが「夜中にスタッフにいたずらされた」等妄想様の発言聞かれています。時折、眼光鋭さあり。主治医診察後は穏やかに自室で過ごしています。

・大澤　ちよ様～日中は促しにてプログラムにも参加出来ており、穏やかに過ごされています。LT衣類とリハビリパンツの着用に拒否強く見られています。明日の入浴時に私物の衣類の回収とLTセットの着用お願いします。

15：30主治医指示にてインフルエンザワクチン接種しています。

・高橋　礼子様～深夜3：00頃より覚醒。日中は10：00前から独語活発となっていますが、他者トラブルや介入に対する抵抗なく経過しています。

・七崎　武夫様～他者の動向に対して易怒的となって訴える事あります。転倒防止策として柵を設置していますが、深夜帯にてベッド柵を跨いで降りているとの情報あり。転落の危険がある為、ベッド柵の種類を変更しています。

・浅野　秀子様～両眼瞼周囲の内出血、腫張持続しています。日中は車椅子を使用していますが、座位安定せず短距離の移動の際も前傾姿勢強く見られ、常時見守り介助要しています。バイタル異常や頭痛・嘔気はありません。

・百澤　豊子様～食欲減少ありますが、介助にて2/3以上は摂取出来ています。左下肢の浮腫、疼痛著明。体温37℃台で経過しており、悪寒訴えある為、寝具調整し経過観察としています。

・赤坂　こと様～表情ぼんやりとしている事ありましたが、血糖昏睡の症状はありません。

　　　　　　　　引き続き、観察をお願いします。

＜田名部Dr診察＞

・中森　みや子様～臨時薬が同内容にて7日分処方となっています。

・戸田　スミ様～臨時薬減薬にて7日分処方となっています。

・福田　りわ様～夜間叫ぶ事あり、臨時薬処方となってまいます。

＜伊藤Dr診察＞

・浅野　秀子様～昨日の転倒報告し、頭部CTの指示あり実施しています。

・清川　惠様～腹部、上肢下肢湿疹あり。デルモゾールDP処方となっています。

＜OTより＞

・種本　サハ様～右上肢の筋緊張高く屈曲強い為、体交時は右脇腹と右内肘にクッションを挟むようお願いします。また、右手指の収縮強い為、適宜運動行っていきます。

・和田　邦行様～他室の電気が付いていると消そうとするなどやや干渉的となっており、他者から指摘され表情硬くしている事あります。他者トラブルに注意して観察をお願いします。

＜パス評価＞

・白鳥　キエ様～FIM　101点、DBD　16点、FASTレベル5

　　　　　　　　精神症状：不安が強く、依存的となる。

行動症状：なし。

ＯＴより：プログラムは促しにて参加していますが、日中臥床傾向にある為、本人の興味のある物を探し離床を促していきます。

退院後は施設又は自宅。残存機能を維持しながら退院に向けて支援を行っていきます。

＜事故振り返り＞

・北城　忠博様の誤投薬事故の振り返りを行っています。

	発生事故振り返りミーティング

	

	実施日
	平成28年　12月　6日　（火）

	
	

	実施場所
	Bユニット詰所

	
	

	参加者
	本川　沙織　矢幅　佳恵　　秋山　真由美　　大久保　采桂　小原　理沙
松橋　益信　　大谷地　寛子　齋藤　美由希

	
	

	
	

	
	

	発生事故内容
	19：10　誤投薬

	
	

	
	

	原因分析
	準夜帯にて薬カートから薬をセットする際のミス。

	
	

	
	

	
	

	
	

	事故対策検討内容
	・各勤務帯にて食前にカートから薬をセットして直後に看護スタッフもしくは介護スタッフが
　確認し、投薬後、再度確認する。
・定期の薬セットを特定の看護スタッフが行っていた為、全員が経験する。

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


＜業務改善＞

○看護業務○

・定期セット後の火曜日の準夜勤務者は夕食薬セット後に次週の火曜日の分もダブルチェックして下さい。CDユニットは看護スタッフ又は介護スタッフがダブルチェックし、ABユニットはB留守のスタッフが確認して下さい。

○ＬＴ○

・書類管理の不備については少なくなってきています。引き続き、転入時の用紙は東病棟で全て記載・保管とし、契約書と変更届の控えのみ移動させて下さい。

